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幼 稚 園 ・保 育 所 語 と して のQ璽お"こ とば

池 ーii 薯⊥

AStudyabouttheJapanesePrefix更 更0"as

KindergartenandDay-careCenter

IchirolKEDA

(1975イ ト9ナ125日'㌧ 乏墨噌i)

幼 稚 園 ・保育所 で使 用 され る所 謂C<お"こ とばの乱川 につ いては従来多 く論 じられ てき

た ところであ る.こ れはつ ぎの朝 日新 聞への投書欄か ら引用 された ものが代表 して いるで

あろ う.1)

去 年 幼稚園にはい った長男が 「お汽市が シユ ッ・シユ ッ,お 汽車が シユ ッポ ッポ」 と歌

って いる.「 お母 さまお始ま りにな っち ゃ うよ1の ヒeお始 ま り"を や っと聞 きなれたq:に

ごん どは ヒqお汽 車"・ 変 だ と思 われる ことぽに もいつの まにかマ ヒして しま う.あ る奥 さ

まのeeお 幼 稚園"ttお 髪 肺お ミシジ な ども聞 きなれれぽ さきほ ど変に も感 じな くな って き

た.し か しこ うい う極 端にバ カていねいな聞 き告 しい ことぽは,お たが いの問か ら早 くな

くしたい と思 う.ま ず先 生がたが正 しい ことばつかいのお手本を示 して いただ きたい.

現 在幼稚園あ るいは保育所 の在籍 者に さ らに無認可の幼稚施設在籍者を含めてわが国幼

児の殆ん どを しめている とき,と くに最近3年 保育が重視 されは じめてか らは幼児におけ

ることぽの問題が極めて重 要にな って きた.幼 児が長期間にわ たって幼稚園語を使川す る

ことは成 人語 への移行 とい う過程 で再 検討を要す るの どはないか とい う点か ら幼稚園 ・保

育所において多 く使 用され ているc'お"こ とぽについて考 えてみたい.

C1)

"お"こ とばが幼稚園に多い理由

(1)幼 稚園成立の歴史的条件

明治9年(1876)に 東京女子師範学校に付属設置された幼稚園に始まったわが国の幼児

教育は,明 治12年 に大阪府および鹿児島県にこれを模範としてそれぞれ幼稚園が設立 され

た2).こ れ以後昭和初期にかけては一部上流階級の子女を対象としたものであ り,上 品な

ことぽ,し とやかな作法,か わい らしいこどもの育成を主眼としたものであ り,〔ぐお"こ と

ぽを使用することによって特権階級意識を満足 させるもの とされてきた.こ のような時代

のなかで幼稚園語は勢いていねい語である ヒ'お"ことばが多くなったのは当然のな りゆ き

であった.

(2)保 育者が女性であること

育児は原則 として母親が担当し,幼 稚園 ・保育所の教諭 ・保母はすべて女性である.つ

まり言語形成の基礎時代は女性によって しめ られている.こ のことは言語教育 が た と い

意図的であるにせよ自然に幼児のことぽを女性化してゆ くことはいなめない.女 性が保育
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の 場 以外で 日常 に使 用 している ことぽにrfお"が つ くものが多い ことか らもこれは説明す

ることがで ぎる.

C3)聞 き と りやす さ

語頭に"お"を つける ことに よってそのあ との語幹部 が聴取 しやすい.語 頭が明瞭でな

い ときは語尾が不明瞭 である ときよ りも意志 の伝達 力は弱 まる.幼 児の ことぽは語頭 の子

肋 ミ脱落す る ことが 多い.ウ マ ウマ ・メ メ・パパ ・ママのよ うな音節 の反復 された畳語 が

極めて多いが3),こ れ らは ゴでつつ 発声す るか,ぞ'お"を 語頭につけ ることに よって 発 声

する ことが聞 きと りやす い.英 語 の 幼 児 語 に もmamそi-一 一milk(milk)w{1u…wau…do9

((lo9)が あ る.お となの会話 で もつ まった とき,つ ぎの語が でに くい ときに意味のない

母蹄を重ねる ことが ある.「 あの一 「え一 と!「 う一ん 」これは聞 き手に とっても重要

であ るべ ぎつ ぎの語 を聞 く態勢 を とらせ,確 実 に聞 ぎとらせ る役割 をはた してい るとい っ

て よい.

(4)一 語 文 と し て のt(お,,こ と ば

幼 児,㌻語の発達 段ll皆と しての一一語文onewor(lsentenceは や むをえない表現 方法であ

り,か な らず通過せ ねぽな らない段階 である.こ の段ll皆に ある幼 児にで きるだけ文 章をi#4_

純 化 し,こ どもが進 んで発表で きる言語様 式は当然の ことなが ら許 されね ぽな らない.
Ifお"こ とぽは この 単純化 と

い う意味では 一一li[i文と しての要素を強 くもってい る.

帰 りの用意を しま しょうね一 一おかえ り

椅子に坐 りま しょ うね おす わ り

教 室に入 りま しょうね一一 おはい り

絵を画 きま しょうね一 おえか き

集ま って 下さいね おあつ ま り

動詞 は連 川形 に しで お"を つ ける ことによって名詞化 され ている.名 詞 の使 用はSmith

の 調 査をまつまで もな く幼 児が もっ ともよく使 用す る品詞 である .streSSの あ る語 に《ぐお"

を 付加す る ことによって文竜的 な広範 な意味が付 ケされ る ことになる.こ れ ら の 点 か ら
?'お"こ とばは単純 化 されだ 一一語文 としての意義を もち

,幼 児の発達 段ll皆に 適合 した もの と

な る.

(5)幼 児 語か ら成人語へ の過渡段 階 としての ミ'お"こ とば

幼 児語か ら成人語 に移行す るのは2歳 ごろが多 いが,そ の ときお となは何 の意図 もな く

自然に成 人語 と,そ れに対応す る幼 児語 を対 に して話す ことが多い.

ブー ブー→ ジ ドーシヤブー ブー一 ジ ドウシヤ

ポ ンポ ンー・オナカポ ンポ ンー・オナカ

これが成人語への移行を促すの に大 ぎい効果をあげて いることは村 田4)が 示 して いる.

こ のとき幼児語か ら脱脚 させ るためにひ とつの過程 と してffお"を つけ ることは成 人語を

自然 に理解 させ るため に必要 ではないであろ うか.

ク ークー 一・クチ ュー・お クチ ュー・お くつ一・くつ

ミー ミー一一お ミカ ン…・みかん

パ イパ ィー・オ ッパ ィー・おチチー→乳

ブーブー一→おブー一一おみず一水
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幼 児 語 にはonomatopeiaが 多 く,成 人語へ の道程 として成人語 を発音 しやす くしたも

のが 多い.正 しい成人語 と幼児語 の中問的存在 としてのeρお"こ とぽを使川す る ことは幼

児の,需 酎旨導 の うえで必要 なこ とである.

しか しここに考慮すべ きところがみ られ る."お"の ことば濫用は もちろん さけね ば な

らな いところであ るが,当 然つけ るべ きところにはつけ な くては な らない し,つ け ては な

らない ところには使 用 してはいけない.し か し幼児に とってはつけ るべ きかつけ ないのが

正 しいのかは区別ので きない ところに問題が存在す る。それは接頭語e〔お"と,お で始 ま

ることば との区別が不 可能な点であ る.接 頭語itお"が ついて いる語か,お で始 まってい

るだけで語幹であ るのか,ま たは文 法的には接頭語であ って も省略す ることがで きない ま

でに語幹に組 み入れ られてい るのかを区別す ることは幼児の段階においては極めて困難で

あ る.

ffおもち"を ひ とつ の単語 として耳か ら理解 している幼児が字が続め るよ うにな
っ て,

もち(餅)と い う2字 をみてf(お"が 抜 けている と考 える例がみ られた.こ れは3字 語 と

2字 語の対応 関係を幼 児が理 解 しは じめた結果であ る.

語頭 がおで始 まるもの

鬼が島,起 きる,お ん ど り・お とこ ・おんな ・お とな

接頭語'喫お"が 語幹に組 み入 れ られてい るもの

おてだま ・おにぎ り・おぼけ ・おやつ ・おひ る

このよ うなぽあいに誤 った川法 のCCお"を 理解 させ ることは不 可能であ るため,ミ'お"こ

とば を完全 に否定す るか肯定す るか につ いての論議 は速断 を許 さない.

C2)

幼 稚 園 ・保育所でのC("こ とは をどの よ うに考 えるべ きか.

幼稚園 ・保育所でのCf,;'"こ とぽはわが国では多 く使用されてお り,し かもその理由は

前述 したように複雑な根拠か らきている.し たがってこの使用はすべて是認されるべ きも

のでもなく,ま たすべて否定されるべきものでもない.正 しい日本語成立への過程 として

のf・お",児 童の心理的発達段i皆に応 じたRお"は 当然維持され指導 してゆかねぽならない.

現実に幼児の言語指導の場において具体的にひとつひとつ取拾選択 してゆ く要がある.ti

語 しつけ時代か ら言語による社会適応時代に入った時代では,こ どもに言語経験を豊富に

ケえ,成 人言語を使用できる能力を早 くつけさせることによって社会に適応させようとし

た.こ れは話すことが中心で,こ どもの一・方的主張を重視 し,成 人言語を表面的に使用す

るだけで真のことばの意味を理解 しない形式的な活動を重んじた.

現代の言語機能発揮時代は必 らず しも社会適応を急がせることなく.こ とぽのもつ意味

を充分理解させ,こ とばの働 らきを完全に発揮させることによって人格形成をさせ,聞 く

→話す,話 す→聞 くのフィー ド・バ ックによって自己の思考を高めてゆかせるもの,こ と

ばを変えていうならぽ,話 し手の心を把握することによって相手にわかることぽを伝える

ことを意味 している.

このような観点か ら,幼 児の理解できることぽを与え,こ の積み重ねをくり返すことが

幼児の言語指導である.と もすれぽ従来 《Cお"ことぽが上品ぶったことば,可 愛 らしさを

強調することぽとして成人語学習の手段としては否定的であったが,言 語形成期に哺語一

幼児語一?'お"こ とぽ一→成人語の過程を着実にたどらせることは重要なことである.対 人
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関 係が小範囲で積極的な学 習がな されない家庭 よ りも集団保育の場であ る幼稚園 ・保育所

に植け る言語教育の優位性が重視 されねぽな らない.こ れは聴覚障害児教 育での 「こ とぽ

の風呂に入れる」 とい うことと軌を一 に している.

発達水準 に応 じた幼 児語 を適 当に利川す るこ とによってこれ に習熟すれば 更にiし い も

のに移行 してゆ くとい う意味でfCお"こ とばは成人語習得へ の一段階 である.

村 田5)の い うよ うに,い ったん獲得 され た語 は永 久に自分 の言語的 財産 とな り,そ の後は

いつまでも使 うことが できる とい うものではな く,幼 い こどもは…度 川い られた語 が後に

川い られれ1¥く な って消えて しま うことが例外ではない とする ことか らもこれは 正 しい方

法 といえる.

こ どもがチ ャル といえぽ 「そ うおサルね1と 自然に"お"こ とばに導 人 し,さ らにおサ

ル と+ル の対応 関係を識別 させ,(f_し い 発音に導いて,'cお"を 取 り除 いて も発 音=で き る

よ うに しむけて くい ことであ る.も しそ うでなければ幼児語の段階にいつ まで も停滞 し依

存的で所謂psychological、 、▼eallingは 不 可能であろ う.
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Summary

InthispapertheauthordealswitlltheproblemoftheJapaneseprefix…0--as

Kindergartenlanguage,whichisconsideredtobeapeculiarlanguagespokenam(mg

chil(lrenlrlKindergartenorDay-careCenter.

TheprefixO・is{lkilxlofspeciこdIlurselanguage,whichisusedillteachi119childr('11

h・wt・sP(・akin(lividually・rinagr・uP,Illthec・ しlrse・ftllcdevel・1)lllt'lltfr・mbab-

blillgtochll(llallguageandfromchildlanguagetoadultlanguage.Althoughthis

problemhasbeenc(msideredforyearswhethertheprefix-…-0-maybeusefulormay

not,theproblemconcerningthechoiceofthisprofixllasbeenhardlymentionedin

thecommunicationbetweenchildrenandadults.

Thisthesismayshedlightonthewayandtheprocessofchangillgfromchild

languagetoadultlanguagewllctztheprofix-一 一〇 一一一isdrol)pe(1.


